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令和４年度がスタートしました。     

新2 学年は心強いスタッフ陣で活動して 

いきます！ 

 ホームルームはメンバーが変わり、２１HR

～２３HRが理系、２４HR～２６HRが文系に

なりました。各クラスの HR 役員も決まり、

早速活動も始まったところです。これから

学校行事をとおしてどのようなクラスに成

長していくのか、とても楽しみに思っていま

す。心機一転頑張りますので、よろしくお願

いします。 
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 担任 副担任 学年付 

２１HR(39) 
  三上 裕司 

(数学/テニス) 

 鳴海 景 

(地公/囲碁将棋・剣道) 

南 究 

(英語/バドミントン) 

２2HR(39) 
  山崎 春馬(かずま) 

(英語/英語部・バレー) 

佐々木 篤子 

(国語/文芸) 

秋元浩子 

(実教) 

23HR(39) 
三浦 梓 

(化学/弓道) 

村上 博樹 

(保健体育/硬式野球) 

カミロン・アストレア 

(ALT/英語部) 

２４HR(41) 
 中野 淳一 

  (地公/剣道) 

浜田まあ子 

(保健体育/バスケット)  

２５HR(４１) 
 見付 瑛俊 

(数学/放送・バスケット) 

工藤 彩 

(地公) 

２６HR(４０) 
 桶田 久美子 

(国語/演劇) 

十川恒寿 

(数学/サッカー) 

弘前中央高等学校 第２学年 

令和４年４月２８日(木) 

Classi でもご覧いただけます 

 

 

 

４月２９日(金) 昭和の日 

  ３０日(土)  

５月 １日(日)  

   ２日(月) ( 通常登校日 ) 

３日(火) 憲法記念日 

４日(水) みどりの日 

   ５日(木) こどもの日 

    ６日(金) (木)の授業 自転車街頭指導 

   ９日(月) 教育実習～２７日 

  １０日(火) 避難訓練① 

  １１日(水) 確認テスト1 日目 

  １２日(木) 確認テスト2 日目（2 学年は授業） 

  １７日(火) 弘前圏域学生向け移住PR 事業講演会 

  ２１日(土) 吹奏楽部定期演奏会 

  ２３日(月) 総体週間 ～ 6/２ (４５分授業) 

  2４日(火) 壮行式① 

５月行事予定 (２学年関係) 

 新学年団です 

～よろしくお願いします～ 

 

                   今年度より、Classi による欠席 

連絡ができるようになりました。    

受付締め切りを８：１０としています。それ以降は通常通り、電話での連絡をお願いしま

す。 

また、特に体調不良での欠席については、備考欄に 「 具体的な症状の記入 」を 

お願いしています。なお、必要に応じて担任から折り返し連絡する場合もありますの

で、ご了承ください。 

 GW に入りますが、この期間、何かありましたら早急に対応したいと思いますので、学

校への電話連絡をお願いします。代行員が応対しますので「固有番号」・「お名前」・

「電話番号」・「連絡の内容」をお伝えください。職員へ連絡する流れができています。 

各家庭  →  弘前中央高校  →  職員 

          ０１７２－３５－５０００      

ご協力のほど、よろしくお願いします。 

欠席等の連絡について 

   「私の探究活動」発表会 

 

４月２８日(木)⑤～⑦校時の SakuraTime(本校の「総合的な

探究の時間」の名称)の時間を活用し、生徒の皆さん一人一人

が探究活動をしてきた成果を、１年生や大学の先生方に披露す

る「私の探究活動」発表会を実施します。 

今回は発表者一人一人が ZOOM でミーティングを開始しま

す。そして招待コードを QR コードに変換し、グループ内の生徒

全員をミーティングに参加させ、Google スライドで作成した資

料をグループ内共有した上で発表するという新しい取り組みに

チャレンジします。失敗しても大丈夫。探究活動はまだ途中。失敗

からの学びは自分の宝です。楽しみです！ 

 

 

 

 

４月２０日より、学習活動に利用する目的で iPad の持ち帰りが始まりました。 

さまざまなルール(提示済み)の下、持ち帰りさせています。何が良いことで、悪いこ

とか社会のルールとも照らし合わせながら、自分でよく考え、判断して欲しいと望ん

でいます。判断に迷ったら相談してください。 しっかり充電して授業に臨みましょう。 

   進路志望調査も Classi 入力です。５月６日(金)入力締め切りです。 

保護者とよく話し合って入力しましょう。 

iPad 持ち帰りスタート  進路志望調査入力も忘れずに！ 

本校を紹介する「学校案内」に、２学年から２名の 

生徒が原稿を寄せています。 

これまでどのように１年間を過ごしてきたか、その思いを綴ってくれました。 

これからまた１年間を過ごすにあたり、参考になるメッセージだと思いますので、一足

先に裏面に載せました。ぜひ読んでみてください。 

学校案内より  

連絡先    弘前中央高校（代表） ０１７２－３５－５０００ 

２ 学 年 直 通    ０１７２－３５－４０７０ 



 

「充実した 1 年間」                  ２４２８ 山谷莉子 

 
私は初め、高校生活を勉強だけでなく、 部活や行事も楽しみ、 充実したものにしようと考えていました。しか

し、高校に入学してからの私は、 授業と部活で疲れていることを理由に、家ではほとんど勉強をしていませんで

した。これは、私の理想とする高校生活とはかけ離れているし、このままでは周りに置いていかれるばかりだと思

い、怠け癖を治し、勉強する習慣をつけようと思いました。 
そこで、日常生活に生まれる隙間時間を活用し、英単語や古文単語を覚えたり、苦手科目の予習をしたりして、

一日の勉強時間が 0 分にならないようにしました。そうすることで、毎日の授業が復習になるので、より充実し

たものにすることができます。分からないところは周りの友人に聞いたり、積極的に先生に質問するようにして、

その日に生まれた疑問を次の日まで引きずらないことを心がけました。また、生活習慣の見直しもしました。私

は、休日は昼に起きて3時頃から勉強を始めるという生活をしていましたが、今では、休日は7時半におきて、9
時から勉強を開始できるようにしています。 前日までにその日やりたいことを書き出して、自分のやらなければ

いけない課題を目で見えるようにしました。そうすることで、課題をこなすために必要な時間が分かるので、自然

に朝早く起きることができ、毎日の勉強に加えて、平日では手の回らない教科も勉強できます。使う時間が増える

ので、勉強以外のやりたいことにも時間を使うことができます。高校ではやるべきことが増え、時間に追われるこ

とも少なくありません。でも、時間を上手く使うことで、勉強だけでなく、行事、部活なども全力で楽しむことが

できます。また、先生方も様々な場面でたくさんサポートしてくれています。大変なことも多かったですが、充実

した1年間にすることができました。 
2年生ではこれまでよりも忙しくなりますが、1年生で形成された勉強習慣を継続し、より良い高校生活にして

いきたいと思います。 
 

 

「仲間とともに」                                      ２５３８ 中村未来 

 
  私が弘前中央高校に入学してからの1年間は、本当にあっという間でした。入学当日綺麗な校舎を見て、こんな素晴

らしい環境で自分の高校生活が始まるのか、と胸が躍る気持ちいっぱいで自分の教室へと向かったのを今でもはっきり

と覚えています。高校生活が始まり、私は最初にクラスの人とより早く仲良くなることに全力を注ぎました。そのおか

げで、高校の勉強にも友達と頑張って取り組んで、自分のできないところや分からないところをカバーし合いながら、

なんとか慣れることができました。朝テストなども友達と点数を競い合うことで、高いモチベーションを維持し、取り

組むことができました。 
私は中学から興味のあった生徒会役員になりました。そこから、中央高校の一大イベントである中央祭に向けた準備

では２、３年生の先輩方から多くの新しいことを学びました。例えば、パソコンでの資料の作り方やコピー機の使い方

など、生徒会でしか味わえない楽しい仕事をさせてもらえました。コロナによって例年通りのやり方ができず、先輩方

も試行錯誤で教えてくれていましたが、それでも見事に初日のオープニングセレモニーを大成功させ、その後もつつが

なく運営することができました。準備の際に装飾品を作ったり、買い出しに行ったり、大変なことも多かったですがそ

れも生徒会の仲間と一緒に楽しみながら乗り越えて、本番の成功に繋げることができたと思っています。 
様々な行事を通して今思うのは、1 年生は高校生活に慣れることに専念することが大切だということです。中学校と

は比べ物にならないほど高校は濃密な生活になり、最初の４、５、６月まではかなり大変でした。しかし、そこで挫け

ず、新しく出来た仲間と乗り越えていけるよう努力したことで今の自分があるのだと思っています。２年生では文理別

のクラスで授業のレベルも高くなり、勉学と部活動の両立が大変になると思いますが、これもまた仲間を大切にして乗

り越え、自分の目指す将来に向かって歩み続けたいと思います。 
 
 
 
 


